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イベントタイトル アゴ出汁で学ぶ！長崎の海の良かところ～自分たちのウミを知ろう！（実地体験①）

イベントの
目的・ねらい アゴ出汁を使用した給食を作るにあたり、実際に、長崎県総合水産試験場で

使用している調査船『鶴丸』に乗船し、長崎県の海を深く知ってもらう。

日程 2019年9月30日（月）

開催場所 長崎県総合水産試験場

参加人数 児童29名＋教諭3名

主催 ウミ学プロジェクト実行委員会

共催 海と日本プロジェクト

協力 長崎県総合水産試験場、長崎文化放送株式会社

告知方法 ニュースリリース

１）オリジナルイベント開催概要

イベント1
内容

長崎県総合水産試験場が、長崎県の海を調査する際、実際に使用している調
査船『鶴丸』に乗船した。

乗船した際には「調査船内はどのようになっているのか」「調査船でどのような
事が行われているのか」等を、鶴丸の船長にご協力頂き船内を案内して頂い
た。また、案内の際には、長崎の漁業や長崎の水産業・水揚げ量についての
課題にも触れてもらい、長崎の海に関しても勉強した。

２）イベント内容
※添付いただく写真画像は2000×2000ピクセル以上ですとキレイな表示となります
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イベント2
内容

長崎県総合水産試験場が所有している養殖場に伺った。当日は、魚の大きさ
の測定を行っていたため、測定を間近で見学した。その際には、長崎県総合水
産試験場の課長にご協力を頂き、何のためにこの測定をしているのか、実際
にこの養殖場には、どんな種類の魚がいるのかを学んだ。

案内の際には、『鶴丸』と同様、長崎の漁業や長崎の水産業・水揚げ量につい
ての課題にも触れてもらい、長崎の海に関しても勉強した。
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参加者の声 【鶴丸乗船体験】

①先生談：滅多に乗船する事ができない調査船へ乗船できる経験を子供達が
できた事はありがたい。

②児童談：調査船の仕事内容や水温の違いにより漁獲量が変わる事等を学
んだ。
【養殖場見学】
①魚の養殖や漁業の種類（栽培養殖等）を初めて知った事は印象に残った。

②養殖場で調査をしている際、普段は見学できないが、今回見学ができてよ
かった。
③養殖場の魚へ、えさをあげる機械が24時間稼働している事は驚いた。

配布資料
（資料データがある場
合、レポートに添付して
提出してください。） 同録を別途お送り致します。

メディア掲出
ＮＣＣスーパーＪチャンネル長崎

その他特記事項

３）その他
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